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本
書
は
笹
川
平
和
財
団
が
二
〇
一
六
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
「
歴
史

認
識
と
未
来
に
係
る
有
識
者
対
話
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
近
代
史
を

め
ぐ
る
日
中
間
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
日
中
戦
争
が
起
き
た

原
因
を
日
本
と
中
国
（
大
陸
）
の
研
究
者
が
た
が
い
に
検
討
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
論
集
で
あ
る
。
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
近
代
化
比
較
、

国
際
関
係
・
外
交
、
経
済
関
係
、
文
化
関
係
、
全
面
戦
争
化
の
国
内
要

因
と
国
際
要
因
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
日
中
各
一
人

（
経
済
に
つ
い
て
は
日
本
二
人
、
中
国
一
人
）
が
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、
総
括
報
告
、
第
一
章
近
代
化
比
較
―
―
日
中
両
国
の

国
家
建
設
、
第
二
章
国
際
関
係
・
外
交
―
―
一
九
二
〇
年
代
、
第
三
章
経

済
関
係
―
―
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
貿
易
、
投
資
、
企
業
活
動
、
第
四
章
文

化
関
係
―
―
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
第
五
章
全
面
戦
争
化
―
―
国
内
要

因
、
第
六
章
全
面
戦
争
化
―
―
国
際
要
因
の
六
章
か
ら
な
る
。

日
中
戦
争
の
起
源
を
め
ぐ
る

両
国
研
究
者
の
対
話
の
試
み
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総
括
報
告
の
波
多
野
澄
雄
「
日
中
戦
争
の
原
因
と
背
景
に
つ
い
て
」は
、

主
に
外
交
史
的
な
観
点
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
、
一
九
三
〇
年
代

半
ば
の
華
北
分
離
工
作
に
至
る
日
中
関
係
に
つ
い
て
論
じ
、
中
国
の
国

権
回
収
運
動
と
日
本
の
満
蒙
権
益
擁
護
を
こ
の
時
期
の
日
中
対
立
の
主

要
な
原
因
と
し
て
い
る
。
汪
朝
光
「
日
中
歴
史
共
同
研
究
報
告
」
は
、

日
中
戦
争
発
生
の
歴
史
的
背
景
、国
内
的
国
際
的
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、

西
洋
列
強
の
挑
戦
へ
の
対
処
、
近
代
化
の
道
筋
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
、
両
国
の
外
交
活
用
、
両
国
の
国
家
体
制
の
構
造
と
社
会
の
空
気
な

ど
を
総
括
的
に
論
じ
、「
日
本
が
戦
争
の
開
始
と
そ
の
結
果
に
対
し
て

責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
結
論
を
下
し
て
い
る
。

　

第
一
章
の
吉
澤
誠
一
郎
「
近
代
世
界
の
な
か
の
日
本
と
清
朝
」
は
、「
日

中
両
国
は
、
一
九
世
紀
の
世
界
情
勢
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
適
応

を
遂
げ
た
」
と
見
な
し
て
、「
こ
れ
を
単
に
『
近
代
化
』
の
遅
速
と
考
え
る

波
多
野
澄
雄　

中
村
元
哉
編

日
中
戦
争
は
な
ぜ
起
き
た
の
か

　

近
代
化
を
め
ぐ
る
共
鳴
と
衝
突
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こ
と
」
に
反
対
し
て
い
る
。
厳
立
賢
「
一
九
三
〇
年
代
中
期
以
前
の
両
国

の
近
代
化
と
工
業
化
モ
デ
ル
の
比
較
研
究
」
は
、
農
業
成
長
を
基
礎
と
し

た
日
本
の
経
済
成
長
が
日
清
・
日
露
戦
争
以
降
、「
国
内
市
場
を
基
礎
と

す
る
工
業
化
か
ら
国
外
市
場
に
大
き
く
依
存
す
る
工
業
化
」
に
転
換
し

た
の
に
対
し
、
中
国
の
近
代
工
業
化
は
「
農
業
労
働
生
産
性
衰
退
を
前

提
」
と
し
、
一
九
三
五
年
以
降
は
「
国
家
が
独
占
す
る
官
僚
資
本
主
義
」

が
構
築
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　

第
二
章
の
中
谷
直
司
「
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
の
変
動
と
日
中
の
対

応
」
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
「
旧
秩
序
の
破
壊
と
温
存
」
の
二
面
性

と
い
う
視
角
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
新
外
交
」・
パ
リ
講
和
会
議
・
ワ

シ
ン
ト
ン
体
制
が
日
本
と
中
国
の
外
交
に
与
え
た
影
響
、
国
際
連
盟
へ

の
両
国
の
対
応
、
そ
し
て
国
民
党
の
革
命
外
交
と
日
本
を
含
め
た
ワ
シ

ン
ト
ン
条
約
諸
国
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
王
緝
思
・
孫
桜
「
満
洲
事

変
前
夜
に
お
け
る
国
際
秩
序
の
変
容
と
日
中
衝
突
の
原
因
」
は
、
ア
ヘ

ン
戦
争
後
の
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
秩
序
と
日
中
関
係
の
変
化
を
述
べ
た

う
え
で
、「
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
三
一
年
の
満
洲
事
変
に
至
る
ま
で
、

日
中
関
係
は
徐
々
に
衝
突
・
対
立
へ
と
進
ん
で
」
い
き
、
最
終
的
に
日

本
は
中
国
に
と
っ
て
「
最
大
の
抑
圧
者
と
な
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

第
三
章
の
久
保
亨
「
近
代
中
国
経
済
の
変
容
と
一
九
三
〇
年
代
」
は
、

一
九
三
五
年
の
中
国
経
済
使
節
団
と
一
九
三
七
年
の
日
本
の
対
華
経

済
使
節
団
の
相
違
を
検
討
し
、
そ
の
相
違
の
要
因
が
日
本
の
華
北
侵

略
、
お
よ
び
幣
制
改
革
と
景
気
回
復
に
よ
る
中
国
の
自
信
の
深
ま
り
に

あ
り
、「
日
本
が
華
北
政
策
を
抜
本
的
に
転
換
し
な
い
限
り
」、
日
中
経

済
提
携
の
拡
大
は
き
わ
め
て
困
難
だ
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
。
木
越
義

則
「
日
中
戦
争
の
経
済
的
要
因
を
め
ぐ
る
学
説
―
―
日
本
帝
国
史
研
究

の
視
点
か
ら
」
は
、
こ
の
諸
学
説
に
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
主
流

だ
っ
た
「
資
本
主
義
の
構
造
的
必
然
説
」、
軍
事
的
要
因
か
ら
説
明
す

る
「
総
力
戦
体
制
下
の
資
源
志
向
型
説
」、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
高
橋
財
政
の
破
綻
に
よ
る
市
場
志
向
型
の

挫
折
説
」
が
あ
る
と
し
、
最
後
の
説
の
意
義
を
重
視
し
て
い
る
。
閆
慶

悦
「
一
九
三
五
年
ま
で
の
国
際
経
済
秩
序
と
日
中
間
の
経
済
・
貿
易
関

係
」
は
、
一
九
三
五
年
ま
で
の
国
際
経
済
秩
序
の
変
遷
と
世
界
恐
慌
、

お
よ
び
こ
れ
ら
が
日
中
の
経
済
関
係
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
分
析
し
、
日

本
の
軍
国
主
義
勢
力
が
「
国
際
的
要
因
の
抑
制
を
ほ
と
ん
ど
受
け
ず
に

戦
争
を
発
動
で
き
た
主
な
原
因
」
は
、
各
国
が
自
身
の
核
心
的
利
益
に

も
と
づ
い
て
対
応
し
た
国
際
環
境
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
四
章
の
熊
本
史
雄
「
日
中
文
化
関
係
―
―
協
力
と
離
反
」
は
、
在

満
蒙
権
益
の
拡
大
と
対
米
協
調
の
枠
組
み
の
な
か
で
日
本
と
中
国
の
新

た
な
関
係
の
構
築
を
目
的
に
一
九
二
三
年
に
開
始
さ
れ
た
対
支
文
化
事

業
が
、
満
洲
事
変
・
華
北
分
離
工
作
・
盧
溝
橋
事
変
へ
と
事
態
が
進
行

す
る
な
か
で
破
綻
し
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
徐
志
民
「
文
化

協
力
と
敵
対
の
『
契
機
』
―
―
中
国
人
の
眼
か
ら
見
た
『
東
方
文
化
事
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業
』」
は
、
東
方
文
化
事
業
（
対
支
文
化
事
業
）
に
対
し
て
中
国
の
政
府
、

文
化
教
育
界
、
日
本
留
学
生
の
三
者
が
日
本
の
軍
事
侵
略
に
よ
り
当
初

の
期
待
か
ら
次
第
に
「
懐
疑
、
失
望
、
抵
抗
そ
し
て
反
対
へ
と
転
じ
て

い
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
五
章
の
光
田
剛
「
両
国
の
政
策
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
化
と
全
面

戦
争
化
の
原
因
」
は
、
満
洲
事
変
前
か
ら
日
中
戦
争
全
面
化
に
至
る
両

国
の
政
策
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
化
と
そ
れ
が
日
中
関
係
に
与
え
た
影
響
を

検
討
し
、「
中
国
側
で
は
蔣
介
石
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
集
中
が
対
日

戦
争
を
可
能
に
し
、
日
本
側
で
は
政
府
内
の
統
合
を
実
現
す
る
機
能
が

作
用
し
に
く
く
な
っ
た
こ
と
が
対
中
関
係
の
悪
化
を
阻
止
で
き
な
い
原

因
に
な
っ
た
」
と
見
な
し
て
い
る
。
臧
運
祜
「
日
中
戦
争
の
全
面
勃
発

の
原
因
に
つ
い
て
」
は
、
満
洲
事
変
か
ら
盧
溝
橋
事
件
ま
で
を
「
局
部

抗
戦
」
の
時
期
、
盧
溝
橋
事
件
以
後
を
「
全
面
抗
戦
」
の
時
期
に
分
け
、

満
洲
事
変
か
ら
盧
溝
橋
事
件
ま
で
の
時
期
の
連
続
性
を
重
視
し
て
い
る
。

　

第
六
章
の
田
嶋
信
雄
「
満
洲
事
変
・
日
中
戦
争
と
国
際
関
係
―
―
ド

イ
ツ
と
の
関
係
を
中
心
に
」
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
契
機
に
ヒ
ト
ラ
ー
が

「
イ
ギ
リ
ス
と
の
同
盟
形
成
を
断
念
し
、
対
ソ
戦
争
遂
行
の
新
し
い
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
」
日
本
に
目
を
向
け
、
そ
の
結
果
、「
ド
イ
ツ
は
国
民
政

府
と
の
長
年
に
わ
た
る
友
好
関
係
を
放
棄
し
、
日
本
の
中
国
侵
略
を
容

認
す
る
政
策
へ
と
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
そ
の
立
場
を
変
え
た
」
と
論
じ

て
い
る
。
于
鉄
軍
・
李
卓
「
日
中
全
面
戦
争
へ
至
っ
た
国
際
的
要
因
」
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
弱
体
化
と
崩
壊
に
満
洲
事
変
お
よ
び
日
中
全
面
戦

争
勃
発
の
要
因
を
求
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
外
部
の
大
国
、
ソ
連
と
ド

イ
ツ
の
介
入
も
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
を
複
雑
に
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

本
書
を
執
筆
し
た
日
中
両
国
の
研
究
者
は
、
日
中
戦
争
が
日
本
に
よ

る
侵
略
戦
争
で
あ
り
、
中
国
に
と
っ
て
の
抵
抗
戦
争
で
あ
る
と
の
認
識

に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
国
の
研
究
者
の
間
に
は
以

下
の
点
で
見
解
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
日
中
両
国
の
近
代
化
と
そ
の
後
の
経
済
発
展
に
つ
い
て
の

見
解
の
相
違
で
あ
る
。

　

中
国
の
側
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
両
国
の
差
異
が
強
調
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
。「
総
括
報
告
」
の
汪
論
文
は
、
第
一
章
の
厳
論
文
と
同
じ
論

理
に
立
っ
て
、「
中
国
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
時
に
近
代
化
を
開
始
し
た
も
の

の
、
そ
の
効
果
と
結
果
は
い
ず
れ
も
日
本
に
は
る
か
に
及
ば
ず
、
そ
の

た
め
国
力
で
日
本
に
大
き
な
後
れ
を
と
り
、
日
本
と
の
競
争
や
力
比
べ

の
中
で
も
常
に
受
動
的
な
地
位
に
置
か
れ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

他
方
、
日
本
の
側
で
は
、
両
国
の
近
代
化
を
相
対
化
す
る
見
解
、
あ

る
い
は
二
〇
世
紀
の
中
国
経
済
の
発
展
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
の
吉
澤
論
文
は
、
閉
鎖
的
社
会
だ
っ
た
日
本

と
開
放
的
だ
っ
た
中
国
は
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
に
「
相
当
に
異
な
る
性

格
」
を
も
つ
に
至
っ
て
お
り
、「
そ
の
点
を
看
過
し
た
『
近
代
化
』
比
較



35　　日中戦争の起源をめぐる両国研究者の対話の試み

は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
」
こ
と
、
開
港
の
時
代
に
「
両
国
と
も
き
わ
め

て
創
造
的
に
危
機
に
対
応
し
た
」
こ
と
、
辛
亥
革
命
前
の
清
朝
の
「
意

欲
的
な
改
革
」
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
第
三
章
の
久

保
論
文
は
、「
一
八
九
〇
―
一
九
一
〇
年
代
が
対
外
経
済
関
係
主
導
の
発

展
の
時
期
」
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
一
九
二
〇
―
一
九
三
〇
年
代
は
国
内

経
済
主
導
の
発
展
が
見
ら
れ
た
時
期
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
日
中
全
面
戦
争
に
至
る
道
が
必
然
的
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
そ
の
過
程
に
戦
争
を
回
避
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
で
も
評
価
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

中
国
側
で
は
必
然
論
を
主
張
す
る
見
解
が
多
い
。
第
二
章
の
王
・
孫

論
文
は
、「
国
家
主
権
と
植
民
権
益
を
め
ぐ
る
日
中
の
衝
突
は
、
欧
米

列
強
が
支
配
す
る
国
際
秩
序
の
下
で
は
避
け
よ
う
が
な
か
っ
た
」
と
述

べ
る
。
第
三
章
の
閆
論
文
は
、「
近
代
以
来
、
日
中
関
係
史
の
主
軸
は

侵
略
と
被
侵
略
の
歴
史
」
で
あ
り
、
国
際
連
盟
や
九
カ
国
条
約
の
類
は

「
基
本
的
に
見
せ
か
け
」
に
す
ぎ
ず
、
第
一
次
大
戦
後
の
日
本
の
協
調

外
交
も
「
ご
ま
か
し
」
だ
っ
た
と
断
じ
て
い
る
。
ま
た
第
五
章
の
臧
論

文
は
、「
一
四
年
抗
戦
史
」
論
の
立
場
か
ら
満
洲
事
変
前
後
の
歴
史
の

経
過
を
考
察
し
た
う
え
で
、「
盧
溝
橋
事
変
へ
と
至
る
日
本
の
全
面
戦

争
の
必
然
性
」
は
明
ら
か
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

他
方
、
日
本
側
で
は
、
全
面
戦
争
に
至
る
複
雑
な
過
程
を
重
視
す
る

見
解
が
見
ら
れ
る
。「
総
括
報
告
」
の
波
多
野
論
文
は
、
両
国
関
係
を
つ

な
ぎ
と
め
た
も
の
と
し
て
日
中
双
方
に
存
在
し
た
「
穏
健
勢
力
」
に
着
目

し
、
日
本
で
は
そ
れ
を
支
え
て
い
た
政
党
政
治
が
軍
部
の
台
頭
に
よ
り

機
能
不
全
に
陥
り
、
中
国
と
の
「
共
存
共
栄
」
を
築
く
条
件
が
失
わ
れ
て

い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
章
の
中
谷
論
文
は
、
第
一
次
大
戦
後
の

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
新
外
交
」
の
理
念
の
導
入
を
「
東
ア
ジ
ア
で
決
定
的
に

し
た
の
は
日
本
外
交
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
転
換
」
で
あ
り
、「
勢
力
圏

外
交
秩
序
の
解
体
」
は
大
戦
後
の
日
本
政
府
と
外
務
省
の
「
既
定
路
線
」

だ
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
。
第
三
章
の
木
越
論
文
は
、
経
済
の
矛
盾
（
日

本
経
済
の
後
進
性
）
か
ら
日
本
の
中
国
侵
略
は
不
可
避
だ
っ
た
と
す
る
マ

ル
ク
ス
主
義
的
見
解
が
近
来
、
後
退
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
中
両
国
の
研
究
者
に
は
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る

が
、
両
国
の
研
究
者
が
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
議
論

を
述
べ
あ
う
と
い
う
形
式
で
、
本
書
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で

あ
る
。
両
国
の
研
究
者
の
見
解
の
相
違
に
つ
い
て
も
、「
重
要
な
の
は
、

日
中
両
国
の
人
々
が
そ
の
解
釈
の
異
同
の
中
身
を
多
角
的
に
知
ろ
う
と

す
る
姿
勢
だ
」（
中
村
元
哉
「
結
び
」）
と
い
う
編
者
の
意
図
は
充
分
に
達

成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
編
者
の
意
欲
的
な
試
み
と
そ
の
求
め
に

応
じ
た
両
国
の
執
筆
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
本
書
の
続
編
と
し
て
、

「
戦
後
」
の
日
中
関
係
を
総
括
す
る
論
文
集
が
企
画
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
近
い
将
来
の
刊
行
を
期
待
す
る
。

（
い
し
じ
ま
・
の
り
ゆ
き　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）


